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商業施設で行う健康事業としての「健幸大学」への
参加が高齢者の健康に与える影響

荒木さおり，松本　祐香，林　　健司，板持　智之，
平松喜美子，梶谷みゆき

本研究は，商業施設で行う健康事業としての「健幸大学」への参加が高
齢者の健康にどのような影響を与えたのか明らかにした。「健幸大学」は
商業施設を活動の場とし，身体機能測定・講話・レクリエーションを中心
としたプログラムで構成し，2019 年度の活動は月 1 ～ 2 回のペースで合計
8 回実施した。今回，「健幸大学」に複数回参加した高齢者にアンケート
を実施し，参加するようになってから①健康への取り組みにどのような変
化があったのか，②具体的な気持ちや行動の変化，に関して自由記載で回
答を求めた。アンケート回収率 81.5％，有効回答数は 65 名（有効回答率
86.6％）であった。得られた自由記載を，テキストマイニングを用いて単
語頻度分析と共起分析を行った。分析の結果，総抽出語数は 182 語で，単
語頻度分析では，高頻度順に『運動』・『参加』（17 回），『身体』・『良い』（13
回），『気を付ける』・『毎日』（11 回），『健康』・『自分』・『少しずつ』（10 回）
と続いた。また，共起分析では，3 つのネットワークが形成された。日常
生活と関連性が強い買い物が行える商業施設で行う健康事業は，高齢者に
とって気軽に，そして繰り返し参加しやすい環境であった。このことが知
識獲得の機会となり，複数回参加した高齢者に健康への関心の高まりと健
康づくりに対する行動変容が少しずつ起き始めていた。今後は，地域との
連携を含めた高齢者の健康行動が習慣化される仕掛けづくりを検討していく。
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概　　要

島根県立大学

Ⅰ．はじめに

内閣府の調査によると，平成 30 年 10 月 1 日
現在，65 歳以上の人口は 3,558 万人で，総人口
に占める 65 歳以上の人口の割合（高齢化率）
は 28.4％である 1）。また，厚生労働省の調査
によると，男性の平均寿命は 81.25 歳，女性は
87.32 歳であり，ともに過去最高を更新してい
る 2）。しかし，健康上問題がない状態で日常生

活を送れる期間を示す健康寿命は，男性 72.14
歳，女性 74.79 歳であり 3），平均寿命と健康寿
命には男女ともに大きな差がみられる。日本は
超高齢社会を迎え，それに伴い，厚生労働省
は「21 世紀における国民健康づくり運動（健
康 21）」を掲げ，健康寿命の延伸，及び生活の
質の向上を実現することを目的とし，一次予防
に重点を置いた対策を推進している。高齢にな
ると身体機能や社会機能が低下し自宅にこもり
がちになり，うつ症状や認知症を呈することが
多くなる。それらを予防するために，地域では
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介護予防に関する取り組みが近年数多く展開さ
れている。しかし，一般的に地域で行われる介
護予防教室に参加することは高齢者にとって特
別な行動であり，暮らしに直結したものとはい
えない。その為，優先度を低く捉えている高齢
者も多数存在する。また，男性の参加者が集ま
りにくいという現状もある。そこで，私たち
は，男女関係なく高齢者にとって生活の一部で
あり，暮らしに直結する活動といえる“買い物
行動”に着目した。A 商業施設のある B 町は，
年々人口減少と高齢化率増加の見られる地域で
あり，年齢構成は男女ともに 70 ～ 74 歳の人口
が最も多く，高齢化率は令和元年が 37.33％と，
5 年間で 3.17 ポイント高くなっている 4）。C 大
学看護栄養学部では学生と教員が地域で取り組
む課外活動として，2018 年度より，B 町にある
A 商業施設を会場にし，高齢層を顧客ターゲッ
トに地域住民の健康リテラシーを高める健康事
業（以降，「健幸大学」とする。）を展開してい
る 5）。「健幸大学」は，商業施設において月 1 回

（年間合計 8 回）の健康事業を実施することで
ある。具体的には，①買い物ついでに“体力測
定”，②買い物ついでに“健康講話”とし，商
業施設に買い物に来る高齢者が気軽に健康づく

りに取り組めるような活動を展開している。「健
幸大学」へは年間を通して継続的に参加する高
齢者も多くいるが，これまで「健幸大学」への
継続的な参加が高齢者の健康に与える影響は明
らかにしていなかった。そこで今回，2019 年度
の「健幸大学」に複数回参加した高齢者を対象
に，「健幸大学」への参加が高齢者の健康にどの
ような影響を与えたのかを明らかにすることを
目的に，本研究を実施した。

Ⅱ．研究目的

2019 年度の「健幸大学」に複数回参加した高
齢者を対象に，「健幸大学」への参加が高齢者
の健康にどのような影響を与えたのかを明らか
にすることである。

Ⅲ．健幸大学プログラムと参加者数

「健幸大学」は C 大学の学生と教員が A 商業
施設の催事スペースを用いて，地域住民の健康
リテラシーを高めることを目的とした事業企画
である。身体機能測定・講話・レクリエーショ
ンを中心としたプログラムで構成し，2019 年度

表１　健幸大学プログラムおよび参加者数
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は月 1 ～ 2 回のペースで合計 8 回実施した。参
加者数は，測定実施時は 107 ～ 155 名，講話と
レクリエーション時は 90 名前後であった（表 1，
写真 1，2）。参加者のうち，7 回以上参加した
方が 47％，4 回以上参加した方が 94％であった。
受付時に配布する参加用紙にスタンプを捺印す
ることにより，継続参加の意識付けを行った。

Ⅳ．研究方法

１．研究デザイン
2019 年度の「健幸大学」に複数回（2 回以上）

参加した高齢者を対象にアンケート調査を実施
し，自由記載の内容を，テキストマイニングソ
フトを用いて分析した質的記述的研究である。
テキストマイニングとは，どんな言葉が多く出
現していたのかを頻度表から見ることができる。
さらに多変量解析によって，一緒に出現するこ
とが多い言葉のグループや，同じ言葉を含む文
書のグループを見ることで，データ中に含まれ
るコンセプトを探索できるものである。本研究
で用いたソフトウェア（Text Mining Studio，
NTT データ数理システム）は，テキストマイニ
ングの手法が持つ文章の内容そのものの意味的
把握とともに，出現頻度や係り受け関係を分析
する相互補完的な分析を可能にする機能を備え
ているものである。算出されたそれぞれの結果
について，それはどのような語りであったのか，
特定の単語を抜き出し，単語を含む原文（質的
データ）を参照できる機能を有している 6）。

２．研究対象者およびデータ収集方法
「健幸大学」第 5 回開催時に調査を実施した。

対象者は，第 5 回目の参加者の中で複数回（2
回以上）参加している 65 歳以上の方である。「健
幸大学」は受付で毎回配布する参加用紙にスタ
ンプを押すことで参加の確認を行っており，第
5 回目の受付時に，初回の参加でないことが確
認できた者にアンケートを配布した。アンケー
ト回収は会場出入り口付近にアンケート回収箱
を準備し，提出は参加者の自由意思とした。ア
ンケート回収箱への提出をもって，研究への同
意とみなした。

３．データ収集期間：2019 年 11 月 20 日

４．分析方法
アンケートで得られた基本属性に関するデー

タは単純集計し，自由記載で得られたデータ
はテキストマイニング（Text Mining Studio，
NTT データ数理システム）を用い，単語頻度
分析と共起分析（ことばのネットワーク）を行っ
た。一連の分析過程において，継続的に共同研
究者と検証し，表現や内容の検討を行い，真実
性・妥当性が保持されるように努めた。

５．倫理的配慮
対象者には，文書と口頭にて研究の趣旨を説

明し，研究参加・不参加の自由を保証した上で
研究協力を求めた。研究協力を断っても「健幸
大学」に参加する上で不利益を受けることはな

写真１　健幸大学の様子（骨密度測定） 写真２　健幸大学の様子（測定結果説明）
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いことを説明した。また，アンケートへの記入
は無記名とし，アンケート結果はデータで管理
を行ない，個人が特定されることはないことを
説明した。さらに，研究結果は看護の専門学会
で公表予定であるが，その場合にも研究施設名
および研究対象者の特定はできないようにする
ことを説明した。

なお，本研究は島根県立大学研究倫理審査委
員会の承認を得て行った（承認番号：290）。

Ⅴ．結　　果

第 5 回目の参加者 104 名中，「健幸大学」に
複数回参加した 92 名にアンケートを配布した。
アンケート回収数は 75 名（回収率 81.5％）で
あった。そのうち 64 歳未満の回答者，および，
自由記載が無記載であった者は除外し，有効回
答数は 65 名であった（有効回答率 86.6％）。65
名の性別の内訳は男性 8 名（12.3％），女性 57
名（87.7％），年代別の内訳は 65 ～ 74 歳 45 名

（69.2 ％），75 ～ 84 歳 18 名（27.7 ％），85 歳 以
上 2 名（3.1％）であった（表 2）。

１．抽出語の頻度数
研究対象者の自由記載からの総抽出語数（名

性　別

男　性

女　性

合　計

年　代

65～74歳

75～84歳

85歳以上

合　計

人数（人）

8

57

65

45

18

2

65

割合（％）

12.3

87.7

100

69.2

27.7

3.1

100

表２　対象者の属性

図１　単語頻度分析の結果
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詞，形容詞，副詞）は 182 語であった。単語頻
度分析では，抽出頻度の設定を 1 回以上，抽出
品詞を名詞・形容詞・形容動詞・動詞と設定し，
上位 20 件を抽出した。その結果，高頻度順に『運
動』・『参加』（17 回），『身体』・『良い』（13 回），

『気を付ける』・『毎日』（11 回），『健康』・『自分』・
『少しずつ』（10 回），『食事』（9 回），『健幸大学』
（8 回），『意識』・『今』（7 回），『スクワット』・『教
わる』・『食生活』・『日々』（6 回），『ウォーキン
グ』・『なかなか』・『筋肉』（5 回）と続いた（図 1）。

２．共起分析（ことばのネットワーク）の結果
共起分析（ことばのネットワーク）では，共

起ルールは出現回数 3 回以上かつ最低信頼度
60％以上を条件として，抽出品詞は名詞・形容
詞・形容動詞・動詞・サ変名詞とした。その結果，
①『運動』『参加』『良い』『毎日』『健康』，②『身
体』，③『気を付ける』を中心とした 3 つのネッ
トワークが形成された（図 2）。

Ⅵ．考　　察

１．「健幸大学」への参加が高齢者の健康に与
える影響

対象者の属性から，年代別の割合をみると
65 ～ 74 歳が 69.2％と最も多く，B 町の年齢構
造と一致していた。性別では男性の参加割合は
12.3％と低く，他の地域で実施している介護予
防事業と同様の結果 7）を示した。今後，男性の
参加を促すためには，男性のニーズ（認識して
いる課題）を知り，参加しやすいプログラムを
検討していく必要があると考える。

単語頻度分析の結果から，プログラム内容を
反映した単語が抽出されていた。なかでも，『運
動』『参加』の頻度が多いことから，健幸大学
に『参加』したことで『運動』に取り組む意欲
の向上が確認できた。さらに，『毎日』『気を付
ける』ことは『身体』や『健康』に『良い』こ
とを，プログラムを通して学習したと考える。

『健幸大学』へ継続的に参加することで知識が

図２　共起分析（ことばのネットワーク）の結果

商業施設で行う健康事業としての「健幸大学」への参加が高齢者の健康に与える影響



－ 6－

積み重なり，『スクワット』『ウォーキング』『食
生活』など，高齢者が自身の健康維持・増進の
ために取り組むべきことを具体的にイメージで
きていると考える。そして，『日々』『少しずつ』

『意識』のように今後行動を変えていこうとす
る様子が見られ，行動変容ステージにおける準
備期への手助けになったと考える。しかし，少
数ではあるが『なかなか』という記述も確認で
きた。今回記述のあった『なかなか』は否定的
な記述であり，知識を得ることができても継続
してできるか自信がない高齢者もいることが伺
えた。今後は，さらに実行期への後押しとなる
ようなプログラムの工夫が求められる。

共起分析によって得られた①『運動』『参加』
『良い』『毎日』『健康』のネットワークは，「健
幸大学」に参加し，そこで教わった運動を毎日
楽しく続けること，それによる筋肉への効果は
生活や健康にとって良いことであるという運動
器の機能向上に関する意識の変化を捉えること
ができた。また②『身体』からは，講話を聴く
ことで以前と比較して自分の身体へ関心の高ま
りが見られた。③『気を付ける』とは，毎日の
生活の中で気を付けていくという意識の芽生え
であると考える。「健幸大学」に複数回参加した
高齢者は，自身の健康への関心が高まり，健康
づくりに対する行動変容が少しずつ起き始めて
いた。

２．商業施設で開催する健康事業についての示
唆と今後の課題

日常生活において買い物，特に食料品の買い
物は高齢になってもたいていは自力で取り組ま
なければならいものである 8）。人間が「買い物
をする」という行動は，認知機能を多面的に駆
動することが要求される行動の一つであり，見
かけ以上に複雑で多様な行動である 9）。地域の
高齢者が食料品の買い物を日常的に行う商業施
設を利用して健康事業を開催することは，高齢
者にとって日常的な行動の場を利用することに
なり，負担なく健康事業へ参加することにつな
がったと考える。さらに，講話やレクリエーショ
ンで得た情報に基づいて生活に取りいれたいと
思ったもの（食品・靴・杖など）をその場で購

入する行動は，情報を処理して自身の健康問題
の解決，または改善に結びつけるための認知的・
肉体的な機能を刺激していると考える。「いつ
か取り入れよう」ではなく，「今日から始めよ
う」ということが可能になる点でも，商業施設
で健康事業を開催するという環境の提供が重要
であったと言える。

中山間地域に代表されるように外出先が限
られる地域では，買い物という必要不可欠な活
動が貴重な外出の機会であることから，他の地
域と比べて買い物に着目することの意義は高
い 10）。A 商業施設は，周囲約 3㎞に人口 1 ～ 2
万人，自動車で 10 分圏内を商圏規模とする「近
隣型ショッピングセンター」である。B 町のよ
うに人口減少・少子高齢化が進行し外出先が限
られる地域では，介護予防の観点からも商業施
設と行政や大学等が連携を図り，より地域住民
のニーズに応じた内容で健康事業を開催するこ
とが重要であると考える。「健幸大学」には毎
回 100 名前後の参加があり，ほぼ全員が 4 回以
上は参加していたことから，毎回の内容には目
新しさが求められる。今後も，高齢者が身近な
商業施設で買い物ついでに健康事業に参加でき
るようなシステムを構築し，魅力ある指導者に
よって「運動器の機能向上」「認知機能の維持」

「口腔機能の向上」「栄養改善」「認知症予防」「う
つ予防」等，幅広いテーマで介護予防支援と
して一体のプログラムを展開していく必要があ
る。高齢者が「健幸大学」で得た知識を日常生
活の中にどのように取り入れているのか，また
は，取り入れられないのは何故かを，参加者同
士および店員・教員・学生との対話からも考察
し，高齢者個々の目標設定を手助けすることも
重要な支援である。そして，その目標に到達す
るためには，行動変容のきっかけを提供するだ
けでなく継続できる仕掛けを検討していく必要
がある。

Ⅶ．結　　論

今回，2019 年度の「健幸大学」に複数回参加
した高齢者を対象に，「健幸大学」への参加が
高齢者の健康にどのような影響を与えたのかを
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明らかにすることを目的に研究に取り組んだ。
日常生活と関連性が強い買い物が行える商業施
設で行う健康事業は，高齢者にとって気軽に，
そして繰り返し参加しやすい環境にあった。こ
のことが知識獲得の機会となり，複数回参加し
た高齢者に健康への関心の高まりと健康づくり
に対する行動変容が少しずつ起き始めていた。
今後，地域との連携を含めた高齢者の健康行動
が習慣化される仕掛けづくりを検討していく。
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